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In this article I analyzed the relationship of spatial characteristics of block parks and park evaluation of local residents. As a result, 

three trends were revealed. 1) A park with a large area is highly evaluated as "Wide" regardless of the shape. 2) A park with a large 

ratio of long side and short side is highly evaluated as "Dark". 3) A park with many kinds of play equipment is highly evaluated as " 

There is enough play equipment in the park". 

 

1 背景と目的 

 「都市公園等整備五箇年計画」によって 1972 年から

全国的に都市公園が計画的に整備され始めた.2015 年

には一人当たりの都市公園面積が約 10.3m²/人となり
[注１]1972 年当時の目標は量的には達成された.近年で

は 2012 年に「公園施設長寿命化計画策定指針（案）」

が公表され[注２],公園ストックの計画的な維持管理・更

新が課題として捉えられており,既存の公園の現状や

評価を把握しておくことがますます重要になってきて

いる.本稿では公園の空間構成に着目し,地域住民の公

園評価との相関性を明らかにすることを目的とする. 

 2 調査方法 

 平成 27 年度に川崎市と共同で行った公園調査［注３］

で得られた,川崎市田島地区にある街区公園 26 箇所と

近隣公園の飛地 2 箇所の基本情報と各公園の評価を用

いて,空間構成と公園評価の相関分析を行う（Tab.1）.

空間構成は公園の「面積」,「細長比」,現地調査（調査

日 2015 年 10 月 10 日）で把握した「出入口数」,「前

面道路本数」,「遊具の設置数」,「遊具の種類」の 6

項目を用いる.公園評価はアンケート調査（調査日 2015

年 11 月 9 日～11 月 26 日）で把握した田島地区の小中

学校に通う小学 4年生,5年生,中学 2年生とその保護者
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Tab.1 28公園の基本情報と評価 
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小田栄２丁目公園 2,206 75.00 55.61 1.35 5 2 1 1 1 3 3 11.4% 41.5% 47.2% N=176 38.3% 50.3% 11.4% N=175 25.7% 37.7% 36.6% N=175
姥ヶ森公園 3,164 63.46 51.75 1.23 4 3 1 1 1 1 1 5 5 43.1% 51.4% 5.5% N=109 30.3% 55.0% 14.7% N=109 41.3% 38.5% 20.2% N=109

鋼管通第１公園 2,361 48.68 48.47 1.00 4 4 1 1 2 1 1 6 5 26.2% 68.2% 5.6% N=107 28.3% 55.7% 16.0% N=106 25.9% 25.0% 49.1% N=108
小田７丁目公園 4,056 180.04 90.70 1.99 6 2 1 1 2 1 1 6 5 69.2% 29.9% 0.9% N=107 45.3% 42.5% 12.3% N=106 27.4% 39.6% 33.0% N=106
浜町第３公園 2,300 50.56 45.50 1.11 5 4 1 1 1 1 1 1 6 6 43.8% 50.0% 6.3% N=80 33.8% 56.3% 10.0% N=80 30.7% 28.0% 41.3% N=75
田島ふれあい公園 5,329 88.83 65.44 1.36 3 2 2 1 3 3 55.6% 41.7% 2.8% N=72 52.1% 42.3% 5.6% N=71 25.0% 29.2% 45.8% N=72
東小田公園 2,714 76.82 36.19 2.12 3 2 1 1 1 1 1 5 5 26.2% 53.8% 20.0% N=65 40.6% 51.6% 7.8% N=64 26.2% 30.8% 43.1% N=65

大島第５公園 3,155 90.75 43.45 2.09 3 4 1 1 1 1 4 4 47.2% 39.6% 13.2% N=53 30.8% 55.8% 13.5% N=52 41.2% 33.3% 25.5% N=51
南小田公園 1,478 87.64 16.99 5.16 2 2 1 1 1 1 1 5 5 33.3% 66.7% 0.0% N=30 16.7% 66.7% 16.7% N=30 40.0% 16.7% 43.3% N=30
浜町公園 1,798 59.83 31.59 1.89 3 3 1 1 1 1 4 4 11.1% 51.9% 37.0% N=27 14.8% 66.7% 18.5% N=27 19.2% 30.8% 50.0% N=26
東渡田第２公園 2,154 52.14 49.10 1.06 4 3 1 1 1 1 2 1 5 12 7 17.4% 56.5% 26.1% N=23 43.5% 52.2% 4.3% N=23 47.8% 26.1% 26.1% N=23

桜本公園 2,297 54.45 52.72 1.03 3 1 1 1 1 1 1 1 6 6 6.7% 80.0% 13.3% N=15 33.3% 60.0% 6.7% N=15 46.7% 53.3% 0.0% N=15
小田第２公園 773 47.84 16.65 2.87 3 2 1 1 1 1 1 5 5 6.7% 80.0% 13.3% N=15 13.3% 73.3% 13.3% N=15 40.0% 60.0% 0.0% N=15
田島こども公園 775 64.40 10.95 5.88 2 2 1 1 1 3 3 7.7% 30.8% 61.5% N=13 38.5% 30.8% 30.8% N=13 38.5% 30.8% 30.8% N=13
小田川公園 675 87.27 7.42 11.76 4 3 1 1 1 3 3 7.7% 30.8% 61.5% N=13 23.1% 46.2% 30.8% N=13 15.4% 38.5% 46.2% N=13
浜町なかよし公園 262 20.91 13.84 1.51 1 1 1 1 1 0.0% 50.0% 50.0% N=12 41.7% 41.7% 16.7% N=12 33.3% 33.3% 33.3% N=12

浅田町公園 995 33.15 30.23 1.10 3 1 1 1 1 1 1 5 5 0.0% 45.5% 54.5% N=11 0.0% 81.8% 18.2% N=11 36.4% 45.5% 18.2% N=11
浜町第２公園 392 19.85 18.39 1.08 1 1 1 1 1 1 4 4 11.1% 11.1% 77.8% N=9 11.1% 66.7% 22.2% N=9 55.6% 11.1% 33.3% N=9
桜川公園飛地１ （注2） 46.31 41.08 1.13 3 2 1 1 1 37.5% 50.0% 12.5% N=8 37.5% 62.5% 0.0% N=8 42.9% 42.9% 14.3% N=7
浅田なかよし公園 851 30.47 28.75 1.06 2 2 1 1 1 1 4 4 0.0% 60.0% 40.0% N=5 40.0% 60.0% 0.0% N=5 25.0% 50.0% 25.0% N=4
小田５丁目公園 279 24.40 14.90 1.64 2 1 1 3 1 5 3 0.0% 50.0% 50.0% N=2 0.0% 100.0% 0.0% N=2 0.0% 50.0% 50.0% N=2

桜川公園飛地２ （注2） 52.59 37.14 1.42 3 2 2 1 3 2 0.0% 100.0% 0.0% N=1 0.0% 100.0% 0.0% N=1 0.0% 100.0% 0.0% N=1
小田３丁目公園 247 20.19 11.77 1.72 2 2 1 1 1 0.0% 100.0% 0.0% N=1 0.0% 100.0% 0.0% N=1 0.0% 0.0% 100.0% N=1
小田栄公園 765 48.67 19.72 2.47 1 1 1 1 1 1 4 4 0.0% 0.0% 100.0% N=1 100.0% 0.0% 0.0% N=1 0.0% 100.0% 0.0% N=1
池上町公園 3,409 114.07 33.63 3.39 2 2 1 1 1 1 1 5 5 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0
浜川崎公園 1,157 36.89 32.92 1.12 1 1 1 1 1 3 3 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0

小田７丁目南公園 335 33.65 16.83 2.00 4 2 0 0 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0
浅田第２公園 50 9.03 6.37 1.42 2 2 1 1 1 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0 0.0% 0.0% 0.0% N=0
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（注 1）公園面積は『川崎の公園』（平成 27年 3月 31日現在）に示されている公園面積を示す（池上町公園は管理面積を示す） 

（注 2）桜川公園の飛地は『川崎の公園』（平成 27年 3月 31日現在）に示されていなかったため不明とする 

（注 3）敷地周長は国土地理院の地図データを基に ArcGIS で測定したものを示す 

（注 4）細長比は長辺/短辺の値を示す 
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の最もよく遊ぶ（自身の子どもが最もよく遊んでいる）

公園に対する 8 評価（「広さ」,「明るさ」,「静けさ」,

「公園のきれいさ」,「トイレのきれいさ」,「遊びたい

遊具の有無」,「安心さ」,「公園にいる友達の多さ」）

のうち「広さ」,「明るさ」,「遊びたい遊具の有無」の

3 評価を用いる.そして各公園の空間構成と評価の相関

分析を行い,相関性を明らかにする. 

3 調査結果 

 空間構成と公園評価の相関分析によって算出した相

関係数を Tab.2 に示す. 

3．1 広さの評価との相関性 

「広さ」の分析結果から相関性がある傾向がみられ

たのは「面積」と「出入口数」,「前面道路本数」,「遊

具の種類」であった.特に「面積」は公園評価の「広い」

との相関係数が 0.790 と正の相関が強く,「狭い」との

相関係数が-0.435 と負の相関がある傾向がみられる

（Tab.2）.一方で細長比は「広い」との相関係数が-0.083,

「狭い」との相関係数が 0.255 と相関性が低い傾向が

ある.このことから,「広さ」の評価は公園の形状によら

ず面積の大きさに大きく影響すると考えられる. 

 
Fig.1 「広い」の割合と「面積」の相関図 

 

3．2 明るさの評価との相関性 

 「明るさ」との相関性がみられた項目として,「細長

比」が挙げられる.公園評価の「明るい」との相関係数

はほぼ 0 で相関性はないが,「暗い」との相関係数は

0.560 であり正の相関がある傾向にある（Tab.2）.「細

長比」が 1.0～2.0 の公園では「暗い」の評価にバラつ

きがみられるが,「細長比」が極端に大きい公園は「暗

い」の評価が高いため,「細長比」と「暗さ」に相関性

がある傾向がみられたと推測できる（Fig.2, Tab.1）. 

3．3 遊びたい遊具の有無との相関性 

 「遊びたい遊具の有無」との相関性がみられたのは

 

Fig.2 「暗い」の割合と「細長比」の相関図 

 

「遊具の設置数」と「遊具の種類」である.公園評価の

「遊びたい遊具がある」との相関をみると,「遊具の設

置数」との相関係数が 0.417,「遊具の種類」との相関

係数が 0.492 であり,どちらも正の相関がある傾向がみ

られる（Tab.2）.相関係数が小さい理由として,同じ設

置数や種類の公園でも「姥ヶ森公園」は「遊びたい遊

具がある」の割合が 41.3％に対して,「東小田公園」は

26.2％と低い評価になっているなど,同じような条件で

も公園によって評価にバラつきがあったためだと考え

られる（Fig.3,Tab.1）. 

 

Fig.3 「遊びたい遊具がある」の割合と「遊具の種類」の相関図 

 

4 まとめ 

 公園の空間構成と地域住民の公園に対する評価の相

関分析から,①面積が大きい公園は形状に関わらず「広

い」という評価が高い②細長比が大きい公園は「暗い」

という評価が高い③遊具の種類が多い公園は「遊びた

い遊具がある」という評価が高い,といった傾向がみら

れた.しかし,「明るさ」と「遊びたい遊具の有無」に関

しては相関係数が 0.560 と 0.492 であったため,大きな

相関性があるとは言い切れない結果となった.今後の

展望として,公園施設の配置や周辺環境との相関分析,

また学年別や世代別による相関分析を行うことで,よ

り詳細な相関性が明らかになると考えられる. 

 

注釈 

［注１］国土交通省都市局公園緑地・景観課：都市公園の面

積・箇所数の推移, 都市公園データベース, 2016.3 

［注２］国土交通省都市局公園緑地・景観課：公園施設長寿

命化計画策定指針（案）, 2012.4 

［注３］川崎市, 日本大学理工学部理工学研究所：川崎市川

崎区田島支所管内における街区公園等の新たなコミュニテ

ィの創出及び活性化に向けた基礎調査, 2016.3 

Tab.2 空間構成と公園評価の相関係数 

広い 狭い 明るい 暗い ある ない

面積 0.790 -0.435 0.324 -0.035 0.237 0.033

細長比 -0.083 0.255 0.000 0.560 -0.069 0.139

出入口数 0.567 -0.333 0.102 0.150 0.188 0.118

前面道路本数 0.492 -0.346 0.062 0.235 0.166 0.273

遊具の設置数 0.260 0.011 0.221 0.097 0.417 0.001

遊具の種類 0.323 0.024 0.256 0.230 0.492 -0.035

空

間
構

成

広さ 明るさ 遊びたい遊具の有無

公園評価
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